















































































































































































































































分類名 文書数 信頼度 代表語句 類似度
自己開示 3 100 自己開示/開示/自己/一方/傾聴 0.899
積極的 5 83 積極的/積極/参加/目標/設定 0.859
グループ 6 42 グループ/各メンバー/協力/グループ活動/最初 0.770
感情 6 60 感情/体調/間接表現/持続/伝え方 0.791
話 7 63 話/口火/グループ内/内容/関連 0.760
相手 10 66 相手/建設/建設的/目/勝手 0.720
意見 13 72 意見/他者/互い/お互い/他 0.739
人 13 61 人/初対面/対面/関係/緊張 0.643
自分 15 36 自分/対人関係/対人/能力/コミュニケーション 0.706





























































































































































































































































































































































































実習『Who am I ？』
８）自分が思っているほど自分を肯定的に捉えていない。 実習『Who am I ？』
９） 自分の行動に対して、改善できることは否定的に、
どうしようもない事実は中立的に捉えている。
実習『Who am I ？』
10） 自分を肯定することが多く、それが傾聴の低さにつ
ながっていることを知った。
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